
慣れた手つきで作業し、巣枠を見せてくれるポールさん。「この仕事が大好き
です」とミツバチへの愛情を持って仕事をしている。

定期的に巣箱の中を観察して、ミツバチ
の量や発育状態、女王バチの状態、貯蜜
状態、ダニの発生などが無いか調べる。

暑い季節、ミツバチは大量の水
を飲まなければ生きていけない
ため、ドラム缶に水を入れて置
いておく。ミツバチが溺れない
ように、木炭を入れておき、そ
こから水を吸い上げられるよう
にしてある。ドラム缶は数日で
空になる。

女王バチの育成がスムーズに行なわ
れるように飼育箱を使う。

ハチミツの抽出作業を見学！
養蜂場では多くの巣箱を管理しており、シーズン中は朝から工場

をフル稼働させている。

養蜂場からトラックで運んできた巣枠は、まずは最適
温度に保たれている貯蔵室に保管される。

運ばれてきた巣枠。

ハチミツが貯まった巣枠をトラックで
工場へ運ぶ。

次ページへ続く
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採蜜以外の作業
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検

ここだけの

ヒミツ
ミツバチは水をたくさん飲む！

パースでミツけたハチミツのヒミツ Honey in Perth

ここだけの

ヒミツ
早朝に採取した

ハチミツは濃縮度が高い！
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